
管理不全専有部分管理命令・管理不全共用部分管理命令について 

（区分所有法４６条の８、４６条の１３） 

 

１ 概要 

⑴  管理不全専有部分管理命令 

区分所有者の専有部分にゴミが集積されたり、専有部分の配管が腐食し

たまま放置されたりするなど、区分所有者による専有部分の管理が不適当

であることによって他人の権利又は法律上保護される利益が侵害され、又

は侵害されるおそれがある場合、被害を受ける他の区分所有者や近隣住民

等の利害関係人は、裁判所に対し、管理不全専有部分管理命令を申し立て

ることができます（建物の区分所有等に関する法律（以下「法」といいま

す。）４６条の８第１項）。 

⑵  管理不全共部分管理命令 

区分所有建物の外壁が剥落するおそれがあったり、廊下やテラスに危険

物や大量の悪臭を放つゴミ様の物が放置されているなど、区分所有者によ

る共用部分の管理が不適当であることによって他人の権利又は法律上保

護される利益が侵害され、又は侵害されるおそれがある場合、近隣住民等

の利害関係人は、裁判所に対し、管理不全共用部分管理命令を申し立てる

ことができます（法４６条の１３第１項）。 

 

２ 申立人 

  利害関係人（法４６条の８第１項、４６条の１３第１項） 

 

３ 申立先 

  管理不全専有部分又は管理不全共用部分管理命令にかかる専有部分又は共

共用部分の所在地を管轄する地方裁判所（法８８条１項） 

 

４ 申立てに必要な費用等 

 ・ 収入印紙 申立ての対象となる専有部分ごと又は共用部分ごとに１００

０円 

 ・ 郵便切手 ６，０００円（内訳：５００円×８枚、１１０円×１０枚、１

００円×５枚、５０円×５枚、２０円×５枚、１０円×５枚） 

 ・ このほかに、管理費用（例えばゴミの除去費用など、管理のために必要と

なる費用）や管理人報酬のための費用として、予納金を納めていただく必要

があります。予納額については、予定される管理事務の内容や管理に要する

期間等を勘案した上で、裁判官が判断し、後日、担当書記官からご連絡しま



すので、予納の手続をとってください（予納金が納付された後、管理命令を

発令するか判断がされます。）。 

 ※ 管理が終了して予納金に残余がある場合は、残余の予納金を返還します。 

 ※ 当初の見通しを上回る費用が必要となった場合等は、予納金の追納をお

願いする場合があります。 

 

５ 申立書及び添付書類等 

・申立てに当たっては、東京地方裁判所民事２２部のホームページに掲載してあ

るひな型を参照して、申立書を作成してください。 

なお、申立書副本は、区分所有者に送付しますので、ご留意ください。 

・添付書類は、上記ひな型に記載してあります（共有、管理等に関する非訟事件

に関する手続規則２６条、２２条参照）。特に、申立人の属性に応じて提出する

書面が異なりますので、ひな型の別紙「必要書類一覧表」をよく確認してくださ

い。 

なお、事案に応じて、ひな型に記載のない資料についても提出を求めることが

あります（同規則２条参照）。 

・審理等については、管理不全土地（建物）管理命令に準じますので、同手続の

説明文書を併せてご確認ください。 

以上        


